
 

 

ＳＤＧｓ 

 

2015年9月25日～27日、ニューヨーク国連本部において、「国連持続可能な開発サミット」

が開催され、150を超える加盟国首脳の参加のもと、その成果文書として、「我々の世界を変

革する：持続可能な開発のための2030アジェンダ」が採択されました。 

アジェンダは、人間、地球及び繁栄のための行動計画として、宣言および目標を掲げてお

り、この目標が、2030年を目標とした、17の目標と169のターゲットからなる「持続可能な

開発目標（ＳＤＧｓ）」です。 

 

 

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる 

 

各国内および各国間の不平等を是正する 

 

飢餓を終わらせ、食糧安全保障および栄養改善を実現
し、持続可能な農業を促進する 

 

包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な
都市および人間居住を実現する 

 

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保
し、福祉を促進する 

 

持続可能な生産消費形態を確保する 

 

すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し
生涯学習の機会を促進する 

 

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講
じる 

 

ジェンダー平等を達成し、すべての女性および女児の
能力強化を行う 

 

持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持
続可能な形で利用する 

 

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管
理を確保する 

 

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持

続可能な森林の経営、砂漠化への対処、並びに土地の
劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する 

 

すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代

的エネルギーへのアクセスを確保する 
 

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進
し、すべての人々に司法へのアクセスを提供し、あら

ゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な
制度を構築する 

 

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完
全かつ生産的雇用と働きがいのある人間らしい雇用

（ディーセント・ワーク）を促進する 
 

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバ
ル・パートナーシップを活性化する 

 

強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持
続可能な産業化の促進及びイノベーションの推進を図

る 
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重
点

プ
ロ

グ
ラ

ム
・

指
標

一
覧

基
本

目
標

Ⅰ
　

気
候

変
動

対
策

（
緩

和
・

適
応

）
の

推
進

項
目

重
点

プ
ロ

グ
ラ

ム
指

標
現

状

令
和

元
(2

0
1

9
)年

度

努
力

目
標

令
和

6
(2

0
2

4
)年

度

太
陽

光
発

電
の

導
入

促
進

県
内

に
設

置
さ

れ
た

太
陽

光
発

電
総

設
備

容
量

(ﾒ
ｶ
ﾞ
ﾜ
ｯ
ﾄ
、

累
計

)
1

,8
0

2
3

,5
0

0

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
推

進

情
報

の
発

信
と

地
域

資
源

を
活

か
し

た
取

組
の

推
進

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

関
係

セ
ミ

ナ
ー

へ
の

参
加

者
数

(人
、

累
計

)
2

,8
8

9
3

,5
0

0

地
域

ぐ
る

み
で

進
め

る
ス

マ
ー

ト
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

推
進

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
を

核
と

し
た

地
域

づ
く

り
に

取
り

組
む

地
域

の
数

(箇
所

、
累

計
)

9
1

9

オ
フ

ィ
ス

ビ
ル

等
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
の

推
進

県
有

施
設

等
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
の

推
進

県
の

事
務

事
業

か
ら

生
じ

る
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

(t
-C

O
2
)

5
9

,7
9

5
7

3
,6

7
5

令
和

4
(2

0
2

2
)年

度

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
配

慮
し

た
住

宅
の

普
及

拡
大

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

型
機

器
等

の
普

及
拡

大
家

庭
用

燃
料

電
池

の
導

入
台

数
(台

、
累

計
)

2
,0

9
6

2
,6

0
0

ア
ー

ス
キ

ー
パ

ー
メ

ン
バ

ー
シ

ッ
プ

制
度

の
推

進
ア

ー
ス

キ
ー

パ
ー

メ
ン

バ
ー

シ
ッ

プ
会

員
数

(人
・

事
業

所
、

累
計

)
1

3
,5

3
7

1
6

,0
0

0

Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｌ

 Ｃ
Ｈ

Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ｅ

(賢
い

選
択

)の
推

進
お

か
や

ま
C

O
O

L
　

C
H

O
IC

E
！

宣
言

企
業

・
団

体
数

(件
、

累
計

)
2

7
2

3
0

0

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

の
推

進
エ

コ
ド

ラ
イ

ブ
宣

言
者

数
(人

、
累

計
)

3
5

,4
5

6
4

7
,0

0
0

地
球

に
優

し
い

移
動

手
段

の
選

択

信
号

灯
器

の
L

E
D

化
の

推
進

信
号

灯
器

の
L

E
D

化
率

(％
)

6
7

.1
8

7

県
公

用
車

へ
の

エ
コ

カ
ー

の
率

先
導

入

電
気

自
動

車
等

(E
V

･
P

H
E

V
･
F

C
V

)の
普

及
促

進
電

気
自

動
車

等
(E

V
･
P

H
E

V
･
F

C
V

)の
普

及
台

数
(台

、
累

計
)

5
,7

9
7

8
,6

0
0

主
要

渋
滞

箇
所

数
(箇

所
)

5
0

4
5

信
号

機
の

高
性

能
化

整
備

数
(基

、
累

計
)

5
0

4
6

3
0

高
度

化
光

ビ
ー

コ
ン

整
備

数
(基

、
累

計
)

5
6

9
7

9
0

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
算

定
・

報
告

・
公

表
制

度
に

よ
る

排
出

抑
制

岡
山

県
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

算
定

・
報

告
・

公
表

制
度

の
対

象
と

な
る

事
業

所
の

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
(万

t-
C

O
2
)

3
,2

7
6

(速
報

値
)

2
,8

9
5

フ
ロ

ン
類

の
排

出
抑

制
の

推
進

公
益

的
機

能
を

高
め

る
た

め
の

森
林

整
備

の
推

進

県
民

参
加

に
よ

る
森

づ
く

り
の

推
進

森
づ

く
り

活
動

へ
の

参
加

企
業

数
(企

業
、

累
計

)
2

6
2

8

都
市

緑
化

等
の

促
進

適
応

計
画

の
策

定
と

推
進

適
応

の
推

進
体

制
の

整
備

道
路

交
通

の
円

滑
化

の
推

進

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
抑

制
と

吸
収

源

対
策

の
推

進

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
推

進

気
候

変
動

へ
の

適
応

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
推

進

環
境

に
配

慮
し

た
交

通
環

境
の

整
備

と

活
用

の
推

進

脱
炭

素
社

会
に

向
け

た
ラ

イ
フ

ス
タ

イ

ル
・

ビ
ジ

ネ
ス

ス
タ

イ
ル

の
定

着
促

進
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重
点

プ
ロ

グ
ラ

ム
・

指
標

一
覧

基
本

目
標

Ⅱ
　

循
環

型
社

会
の

形
成

項
目

重
点

プ
ロ

グ
ラ

ム
指

標
現

状

令
和

元
(2

0
1

9
)年

度

努
力

目
標

令
和

6
(2

0
2

4
)年

度

「
お

か
や

ま
・

も
っ

た
い

な
い

運
動

」
の

推
進

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

3
R

の
推

進

食
品

ロ
ス

削
減

の
推

進

循
環

資
源

マ
ッ

チ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
の

利
用

促
進

循
環

資
源

登
録

数
(件

、
累

計
)

4
4

1
4

7
0

循
環

型
社

会
づ

く
り

に
向

け
た

処
理

シ
ス

テ
ム

の
構

築

ご
み

の
分

別
収

集
の

徹
底

リ
サ

イ
ク

ル
関

連
法

の
周

知
・

徹
底

排
出

事
業

者
に

対
す

る
指

導
・

助
言

リ
サ

イ
ク

ル
関

連
法

の
周

知
・

徹
底

3
R

に
関

す
る

広
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成

公
共

工
事

に
係

る
廃

棄
物

の
再

資
源

化
建

設
廃

棄
物

(ア
ス

フ
ァ

ル
ト

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
塊

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
塊

、
建

設
発

生
木

材
、

建
設

汚
泥

)の
再

資
源

化
率

(%
)

7
4

.8
～

1
0

0
1

0
0

循
環

型
社

会
形

成
推

進
モ

デ
ル

事
業

の
推

進

一
般

廃
棄

物
処

理
施

設
の

計
画

的
な

整
備

の
促

進

産
業

廃
棄

物
処

理
業

者
等

に
対

す
る

監
視

・
指

導

P
C

B
廃

棄
物

の
計

画
的

な
処

理
の

推
進

農
業

用
使

用
済

み
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

適
正

処
理

の
推

進
農

業
用

使
用

済
み

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
リ

サ
イ

ク
ル

処
理

率
(%

)
1

5
.6

4
0

産
業

廃
棄

物
の

広
域

的
な

移
動

に
対

す
る

対
応

不
法

投
棄

等
の

防
止

と
早

期
発

見

海
ご

み
対

策
の

推
進

地
域

の
活

動
の

促
進

災
害

廃
棄

物
に

対
す

る
備

え
円

滑
な

処
理

体
制

づ
く

り
災

害
廃

棄
物

処
理

計
画

策
定

市
町

村
数

(市
町

村
)

1
4

2
7

9
7

9
6

.3
平

成
3

0
(2

0
1

8
)年

度

9
6

9
5

.6
平

成
3

0
(2

0
1

8
)年

度

循
環

型
社

会
実

現
に

向
け

た
意

識
改

革

と
実

践

廃
棄

物
の

適
正

処
理

の
推

進

不
法

投
棄

等
の

根
絶

と
環

境
美

化
の

推

進

一
般

廃
棄

物
の

排
出

抑
制

・
資

源
化

率
(%

)

産
業

廃
棄

物
の

排
出

抑
制

・
資

源
化

率
(%

)

産
業

廃
棄

物
の

3
R

の
推

進

一
般

廃
棄

物
の

3
R

の
推

進
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重
点

プ
ロ

グ
ラ

ム
・

指
標

一
覧

基
本

目
標

Ⅲ
　

安
全

・
安

心
な

生
活

環
境

の
保

全
と

創
出

項
目

重
点

プ
ロ

グ
ラ

ム
指

標
現

状

令
和

元
(2

0
1

9
)年

度

努
力

目
標

令
和

6
(2

0
2

4
)年

度

工
場

・
事

業
場

対
策

の
推

進
工

場
・

事
業

場
の

排
ガ

ス
等

基
準

適
合

率
(%

)
9

8
1

0
0

大
気

汚
染

防
止

夏
期

対
策

の
実

施
オ

キ
シ

ダ
ン

ト
情

報
等

メ
ー

ル
配

信
登

録
者

数
(人

、
累

計
)

1
6

,8
9

4
2

2
,0

0
0

微
小

粒
子

状
物

質
(P

M
2

.5
)対

策
の

推
進

P
M

2
.5

環
境

基
準

達
成

率
(%

)

5
5

.7
平

成
2

9
(2

0
1

7
)年

度
～

令
和

元
(2

0
1

9
)年

度
の

加
重

平
均

値

8
5

令
和

4
(2

0
2

2
)年

度
～

令
和

6
(2

0
2

4
)年

度
の

加
重

平
均

値

デ
ィ

ー
ゼ

ル
自

動
車

粒
子

状
物

質
削

減
対

策
の

推
進

デ
ィ

ー
ゼ

ル
自

動
車

粒
子

状
物

質
対

策
済

率
(%

)
7

2
.8

8
0

生
活

排
水

対
策

の
推

進
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

(%
)

8
7

.3
9

2
.1

工
場

・
事

業
場

対
策

の
推

進
工

場
・

事
業

場
の

排
水

基
準

適
合

率
(%

)
9

3
.3

9
8

児
島

湖
の

水
質

目
標

値
(C

O
D

:m
g

/
L

)

8
.1

平
成

2
9

(2
0

1
7

)年
度

～

令
和

元
(2

0
1

9
)年

度
の

平
均

値

7
.2

令
和

4
(2

0
2

2
)年

度
～

令
和

6
(2

0
2

4
)年

度
の

平
均

値

児
島

湖
の

環
境

用
水

の
導

入
量

(m
3
/
s
)

0
2

.4

児
島

湖
流

域
下

水
道

事
業

の
推

進

沿
岸

域
の

環
境

の
保

全
、

再
生

及
び

創
出

自
然

海
岸

を
活

用
し

た
環

境
学

習
の

回
数

(回
)

5
5

水
質

の
保

全
及

び
管

理

瀬
戸

内
海

の
自

然
景

観
及

び
文

化
的

景
観

の
保

全

水
産

資
源

の
持

続
的

な
利

用
の

確
保

道
路

交
通

、
航

空
機

、
新

幹
線

鉄
道

の
騒

音
・

振
動

対
策

騒
音

・
振

動
・

悪
臭

に
係

る
規

制
地

域
の

適
切

な
指

定

土
壌

・
地

下
水

汚
染

の
防

止
工

場
・

事
業

場
対

策
の

推
進

有
害

大
気

汚
染

物
質

対
策

の
推

進
有

害
大

気
汚

染
物

質
等

の
環

境
基

準
及

び
指

針
値

達
成

項
目

の
割

合
(%

)
9

3
1

0
0

有
害

化
学

物
質

対
策

の
推

進

ア
ス

ベ
ス

ト
対

策
の

推
進

環
境

放
射

線
の

監
視

環
境

放
射

線
の

監
視

測
定

の
実

施

騒
音

・
振

動
・

悪
臭

の
防

止

有
害

化
学

物
質

に
よ

る
環

境
汚

染
の

防

止大
気

環
境

の
保

全

児
島

湖
再

生
の

推
進

児
島

湖
水

質
保

全
対

策
の

推
進

瀬
戸

内
海

の
保

全
と

再
生

水
環

境
の

保
全

5



重
点

プ
ロ

グ
ラ

ム
・

指
標

一
覧

基
本

目
標

Ⅳ
　

自
然

と
共

生
し

た
社

会
の

形
成

項
目

重
点

プ
ロ

グ
ラ

ム
指

標
現

状

令
和

元
(2

0
1

9
)年

度

努
力

目
標

令
和

6
(2

0
2

4
)年

度

自
然

公
園

等
の

魅
力

向
上

に
向

け
た

取
組

自
然

公
園

利
用

者
数

(万
人

)
1

,1
0

0
平

成
3

0
(2

0
1

8
)年

度

1
,2

1
0

自
然

と
調

和
し

た
開

発
の

指
導

レ
ッ

ド
デ

ー
タ

ブ
ッ

ク
の

充
実

と
活

用

希
少

野
生

動
植

物
の

保
護

鳥
獣

保
護

対
策

の
推

進

特
定

鳥
獣

保
護

・
管

理
対

策
の

推
進

狩
猟

者
の

確
保

外
来

生
物

に
関

す
る

普
及

啓
発

等
の

推
進

自
然

環
境

学
習

等
の

推
進

自
然

保
護

セ
ン

タ
ー

の
利

用
者

数
(人

)
3

2
,4

3
8

4
0

,0
0

0

長
距

離
自

然
歩

道
の

利
用

者
数

(万
人

)
1

4
3

平
成

3
0

(2
0

1
8

)年
度

1
6

0

身
近

な
自

然
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
参

加
者

数
(人

)

2
8

,6
3

6
平

成
2

8
(2

0
1

6
)年

度
～

令
和

元
(2

0
1

9
)年

度
の

平
均

値

3
0

,0
0

0

農
地

・
農

業
用

水
等

の
保

全

都
市

と
農

村
と

の
交

流
推

進
お

か
や

ま
移

住
候

補
地

体
感

ツ
ア

ー
(回

)
2

2

森
林

の
整

備
に

よ
る

快
適

な
環

境
の

保
全

少
花

粉
ス

ギ
・

ヒ
ノ

キ
苗

木
に

よ
る

植
替

え
の

割
合

(%
)

9
6

.6
1

0
0

都
市

と
近

郊
の

み
ど

り
の

創
出

緑
化

推
進

体
制

の
充

実

全
国

植
樹

祭
の

開
催

を
通

じ
た

緑
化

意
識

の
醸

成

水
と

み
ど

り
に

恵
ま

れ
た

環
境

の
保

全

と
創

出

自
然

公
園

等
の

保
護

と

利
用

促
進

野
生

生
物

の
保

護
と

適
正

な
管

理
の

推

進

自
然

と
ふ

れ
あ

え
る

体
験

の
場

や
機

会
の

充
実

自
然

と
の

ふ
れ

あ
い

の
推

進

里
地

・
里

山
の

保
全

6



重
点

プ
ロ

グ
ラ

ム
・

指
標

一
覧

横
断

的
な

視
点

Ⅰ
　

環
境

の
未

来
を

支
え

る
担

い
手

づ
く

り

項
目

重
点

プ
ロ

グ
ラ

ム
指

標
現

状

令
和

元
(2

0
1

9
)年

度

努
力

目
標

令
和

6
(2

0
2

4
)年

度

環
境

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
形

成
促

進

地
域

課
題

解
決

ビ
ジ

ネ
ス

の
支

援

ア
ダ

プ
ト

事
業

の
推

進

イ
ベ

ン
ト

等
の

エ
コ

化
の

推
進

グ
リ

ー
ン

イ
ベ

ン
ト

登
録

数
(件

)
1

7
3

0

環
境

学
習

の
機

会
の

提
供

環
境

学
習

出
前

講
座

・
環

境
学

習
エ

コ
ツ

ア
ー

参
加

人
数

(人
)

2
7

,5
9

3
2

0
,0

0
0

以
上

子
ど

も
た

ち
の

環
境

活
動

へ
の

支
援

ス
ー

パ
ー

エ
ン

バ
イ

ロ
メ

ン
ト

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

の
指

定

環
境

学
習

指
導

者
の

育
成

・
活

用
環

境
学

習
指

導
者

登
録

数
(人

、
累

計
)

1
0

8
1

3
0

景
観

行
政

団
体

と
な

る
市

町
村

の
拡

大
と

連
携

強
化

景
観

行
政

団
体

の
数

(市
町

村
)

9
1

2

快
適

な
生

活
環

境
の

保
全

協
働

に
よ

る

環
境

保
全

活
動

の

促
進

環
境

学
習

・
環

境
教

育
の

充
実

景
観

の
保

全
と

創
造

7



重
点

プ
ロ

グ
ラ

ム
・

指
標

一
覧

横
断

的
な

視
点

Ⅱ
　

環
境

の
未

来
を

創
る

経
済

振
興

項
目

重
点

プ
ロ

グ
ラ

ム
指

標
現

状

令
和

元
(2

0
1

9
)年

度

努
力

目
標

令
和

6
(2

0
2

4
)年

度

中
小

企
業

の
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
設

備
導

入
等

の
支

援

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

等
に

関
す

る
新

技
術

等
の

研
究

開
発

の
支

援

電
気

自
動

車
等

（
E

V
･
P

H
E

V
･
F

C
V

）
の

普
及

と
技

術
開

発

循
環

型
産

業
ク

ラ
ス

タ
ー

の
形

成
循

環
型

産
業

ク
ラ

ス
タ

ー
形

成
促

進
事

業
を

活
用

し
た

製
品

開
発

等
へ

の
取

組
の

数
(件

、
累

計
)

4
0

5
5

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
の

活
用

推
進

総
合

特
区

制
度

を
利

用
し

た
高

効
率

・
省

資
源

型
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
の

実
現

環
境

保
全

型
農

業
の

推
進

魅
力

あ
る

林
業

の
実

現

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
普

及
拡

大
エ

コ
ア

ク
シ

ョ
ン

2
1

認
証

・
登

録
事

業
者

の
数

(事
業

者
、

累
計

)
1

1
0

1
3

0

「
岡

山
県

エ
コ

製
品

」
の

認
定

・
周

知
岡

山
県

エ
コ

製
品

の
認

定
品

目
数

(品
目

、
累

計
)

3
7

2
3

8
0

「
岡

山
エ

コ
事

業
所

」
の

認
定

・
周

知
岡

山
エ

コ
事

業
所

の
認

定
件

数
(件

、
累

計
)

2
5

6
2

6
0

事
業

者
に

よ
る

環
境

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

環
境

影
響

評
価

の
適

正
な

実
施

「
岡

山
県

グ
リ

ー
ン

調
達

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

基
づ

く
取

組
の

推
進

岡
山

県
グ

リ
ー

ン
調

達
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

く
調

達
目

標
を

設
定

し
て

い
る

品
目

の
う

ち
目

標
を

達
成

し
た

品
目

の
割

合
(%

)
9

5
1

0
0

環
境

に
配

慮
し

た
事

業
者

の
育

成
・

拡

大環
境

等
関

連
分

野
の

産
業

の
振

興

環
境

と
好

循
環

し
た

農
林

水
産

業
の

振

興 環
境

保
全

に
貢

献
す

る
認

証
・

認
定

制

度
の

普
及

促
進
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